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◉ 内部環境監査

当社では毎年１回全サイトで内部環境監査を実施しています。
内部環境監査は、当社の環境管理活動がISO14001規格の要求事項・環境方針・環境目標・環境マネジメントマニュアル・環境
規定・業務手順書及び環境マネジメントプログラムに適合し、順法のうえ効果的に実施されているか、また、環境方針の達成に
とって環境マネジメントシステムが有効に機能しているかを評価することを目的として実施しています。

 内部環境監査員登録者数
・主任内部環境監査員......14 名	 内、2名は過去の監査経験ポイント及び本社講習会により 2023年度に主任監査に昇格
・一般内部環境監査員......28 名	 内、4名は本社講習会受講により2023年度に新規内部監査員登録
　　　　　　合　　計......42 名
現場監査（テクノセンター） 書類監査（神辺工場）現場監査（繊維本部） 書類監査（第一流通センター）

◉ 外部環境監査
ISO14001　維持審査
2024年6月12日～14日にインターテック・サーティフィケーション㈱による『ISO1400 維持審査』を受審し、認証の継続が認
められました。

審査結論

審査場面
トップインタビュー（本社ビル） 現場審査（本社ビル） 書類審査（テクノセンター） 現場審査（テクノセンター）

◉ 環境管理委員会

環境管理委員会を半期に一度開催します。社長を筆頭に全７サイトの管理委員が集結し、環境パフォーマンスの監視を行います。
また、社長からのアウトプットを展開する場でもあります。

軽微な改善の機会であっても、審査後に環境管理委員により今後の対応を協議します。
また、審査中の審査員の発言の中で参考になる事も洗い出して情報を共有し改善対応
の判断をします。

不適合� 0件
観察事項� 0件
改善の機会（軽微）� 5件

◉ 環境緊急事態対応準備及び訓練

万一の環境緊急事態に備えて、定期的に緊急事態のテストを実施しています。

〈実施手順〉
１、対象の特定	
	 事故・緊急時に環境影響が懸念される環境側面を特定する。
２、対応手順	
	 予想される環境緊急事態に関する対応や環境影響の予防・緩和を含めた手順を作成する。
３、対応手順テストと記録	
	 対応手順テストを可能な範囲で実施し記録に残す。
４、レビュー	
	� 環境緊急事態が実際に発生した場合は、手順の見直しを行い必要に応じて改定する。

　危険物漏洩を想定した訓練

◉ 産業廃棄物委託契約前視察

委託契約前に委託先を視察し、環境への取り組みや
廃棄物の管理状況を確認し、信頼できる企業のみと契約します。

2023年度　新規契約　3社

（本社ビル） 水消火器を使った使用方法の指導及び訓練 （テクノセンター）消火栓を使った消火訓練

◉ 総合訓練

環境マネジメントの実践 リスク管理

砂による流出拡散防止


